
（1） ２年７月１５日 第608号昭和43年７月30日（第３種郵便物認可）（毎月１回・15日発行）令和

発行所　全国道路利用者会議
〒１００－００１３
東京都千代田区霞ヶ関３－３－１
尚友会館６階
電話　０３－３５０１－５６１１㈹
発行人　小林　勉
定価　20 円（会員の購読料は会費に含む）

THE ROAD NEWS No.
年 月号令和

令和２年度

推進標語
「道路ふれあい月間」

『
ゆ
ず
り
合
い

咲
く
笑
顔
』

心
や
道
に

２ ７
608

し
て
、
道
路
利
用
者
、
企
業
や

大
学
等
の
意
見
・
提
案
も
頂
き

つ
つ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
し

い
生
活
様
式
（
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
）
や
社
会
経
済
を
支
え
る
た

め
、
今
後
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

道
路
施
策
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
と
し
て
い
る
。

《
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
道
路
施
策

（
今
後
の
流
行
へ
備
え
る
た
め

の
主
な
取
組
み
）
》

（
１
）
自
転
車
通
勤
・
通
学
の

促
進

　

人
と
の
接
触
低
減
に
資
す
る

自
転
車
通
勤
・
通
学
の
一
層
の

促
進
を
図
る
た
め
、
企
業
・
団

体
等
に
お
け
る
自
転
車
通
勤
制

度
の
導
入
促
進
、
関
係
機
関
と

連
携
し
た
東
京
23
区
等
に
お
け

る
自
転
車
専
用
通
行
帯
等
の
整

備
推
進
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の

拡
大
な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
。

（
２
）
物
流
事
業
者
が
利
用
す

る
休
憩
施
設
の
環
境
整
備

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
機
能

を
維
持
す
る
こ
と
が
不
可
欠
な

物
流
事
業
者
の
働
き
や
す
い
環

境
整
備
を
図
る
た
め
、
高
速
道

路
の
休
憩
施
設
に
お
け
る
駐
車

マ
ス
の
拡
充
お
よ
び
ダ
ブ
ル
連

結
ト
ラ
ッ
ク
用
の
駐
車
予
約
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

（
３
）
飲
食
店
の
営
業
再
開
時

に
お
け
る
３
密
対
策
と
し
て
、

臨
時
・
暫
定
的
な
路
上
活
用

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
る
飲
食
店
等

を
支
援
す
る
た
め
の
緊
急
措
置

と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
と
地

域
住
民
・
団
体
等
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
む
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

や
テ
ラ
ス
営
業
な
ど
の
た
め
の

路
上
利
用
に
つ
い
て
、
道
路
占

用
の
許
可
基
準
を
緩
和
す
る
。

《
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
道
路
施

策
》

（
１
）
大
臣
に
手
交
さ
れ
た
道

路
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
「
２
０
４
０

年
、
道
路
の
景
色
が
変
わ
る
」

を
問
題
提
起
と
し
て
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
新
し
い
生
活
様
式

（
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
）
や
社
会

経
済
を
支
え
る
た
め
、
今
後
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
道
路
施
策
に

つ
い
て
も
検
討
を
行
う
。

（
２
）
検
討
に
あ
た
り
、
様
々

な
方
の
意
見
等
を
参
考
に
す
る

た
め
、
企
業
や
大
学
等
を
対
象

に
、
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
道
路

の
取
り
組
み
」
の
提
案
を
募
集

す
る
。

◆
募
集
期
間
：
令
和
２
年
６
月

18
日
（
木
）
～
令
和
２
年
７
月

17
日
（
金
）

※
詳
細
は
左
表
「
◇
２
０
４
０

年
、
道
路
の
景
色
が
変
わ
る
」

の
リ
ン
ク
先
を
確
認
の
こ
と
。

【
ビ
ジ
ョ
ン
「
２
０
４
０
年
、

道
路
の
景
色
が
変
わ
る
」
の
概

要
】

①
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
道
路
政
策

を
通
じ
て
実
現
を
目
指
す

２
０
４
０
年
の
日
本
社
会
の
姿

と
政
策
の
方
向
性
を
ま
と
め
た

も
の
。

②
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
と
し
て
、

普
遍
的
な
価
値
観
で
あ
る
「
人

々
の
幸
せ
の
実
現
」
を
設
定
し

つ
つ
、
「
進
化
と
回
帰
」
を
テ

ー
マ
に
提
言
を
と
り
ま
と
め

た
。

③
今
後
、
「
移
動
」
が
ど
う
変

わ
り
、
「
道
路
の
景
色
」
が
ど

う
変
化
す
る
の
か
、
５
つ
の
将

来
像
を
予
測
し
つ
つ
10
の
政
策

の
方
向
性
を
分
か
り
や
す
い
イ

ラ
ス
ト
と
と
も
に
提
案
し
た
。

④
提
言
を
と
り
ま
と
め
る
に
あ

た
り
、
有
識
者
の
意
見
だ
け
で

な
く
、
道
路
局
中
堅
職
員
の
提

言
（
※
第
70
回
基
本
政
策
部
会

で
道
路
局
中
堅
職
員
提
言
を
発

表
し
て
い
る
。
）
等
を
反
映
し

た
。

　

令
和
２
年
建
設
事
業
関
係
功

労
者
等
国
土
交
通
大
臣
表
彰
に

お
い
て
、
当
会
議
よ
り
推
薦
を

し
て
い
た
持
木
一
茂
氏
が
受
賞

さ
れ
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
当
会
議
役

員
と
し
て
道
路
整
備
促
進
に
貢

献
し
、
建
設
事
業
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
。

◇
持
木　

一
茂
（
も
ち
き　

か
ず
し
げ
）
・
昭
和
31
年

１
月
25
日
生
（
64
歳
）
・

全
国
道
路
利
用
者
会
議
常

任
理
事
・
石
川
県
道
路
整

備
促
進
協
会
副
会
長
・
石

川
県
能
登
町
長

新しい日常に対応するための当面の道路施策

◇自転車通勤・通学の促進に関する当面の取組について
　https://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_001328.html
◇休憩施設における駐車マス拡充
　https://www.c-nexco.co.jp/corporate/pressroom/news_release/4819.html
◇ダブル連結トラック用の駐車予約システムの導入
　https://www.c-nexco.co.jp/corporate/pressroom/news_release/4818.html
◇新型コロナウイルス感染症の影響に対応するための沿道飲食店等の路上

利用に伴う道路占用の取扱いについて
　https://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_001324.html
◇2040年、道路の景色が変わる
　https://www.mlit.go.jp/road/vision/03-1.html
◇道路政策ビジョン（道路局中堅職員の提言）
　https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001310306.pdf
◇ビジョン「2040年、道路の景色が変わる」トップページ
　https://www.mlit.go.jp/road/vision/index.html

持
木
一
茂
常
任
理
事
が
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞

道
路
（
宮
古
中
央
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
田

老
真
崎
海
岸
Ｉ
Ｃ
）
と
復
興
支

援
道
路
・
宮
古
盛
岡
横
断
道
路

（
宮
古
港
Ｉ
Ｃ
～
宮
古
中
央
Ｉ

Ｃ
）
が
令
和
２
年
７
月
12
日

（
日
）
に
同
時
開
通
し
た
。

【
開
通
日
】

令
和
２
年
７
月
12
日
（
日
）
16

時【
開
通
区
間
】

三
陸
沿
岸
道
路
（
宮
古
中
央
Ｊ

Ｃ
Ｔ
～
田
老
真
崎
海
岸
Ｉ
Ｃ
）

／
延
長
17
㌔

宮
古
盛
岡
横
断
道
路
（
宮
古
港

Ｉ
Ｃ
～
宮
古
中
央
Ｉ
Ｃ
）
／
延

長
４
㌔

【
開
通
に
よ
る
整
備
効
果
】

◇
物
流
効
率
化
に
よ
る
地
域
産

業
を
支
援

　

岩
手
県
の
合
板
等
用
素
材
生

産
量
は
全
国
３
位
で
あ
り
、
宮

古
市
で
は
木
材
・
木
製
品
の
製

造
品
出
荷
額
等
が
年
々
増
加
傾

向
に
あ
る
（
県
内
シ
ェ
ア
約
３

割
）
。

　

宮
古
港
周
辺
の
木
材
加
工
会

社
で
は
、
県
北
地
域
か
ら
の
原

木
と
宮
古
港
よ
り
搬
入
さ
れ
た

【
開
通
予
定
日
】

令
和
２
年
８
月
２
日
（
日
）
15

時【
開
通
区
間
】

東
北
中
央
自
動
車
道
（
伊
達
桑

折
Ｉ
Ｃ
～
桑
折
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
／
延

長
２
㌔

【
開
通
に
よ
る
整
備
効
果
】

◇
地
域
産
業
の
活
性
化
を
支
援

　

福
島
県
産
の
桃
の
全
国
シ
ェ

ア
は
、
年
間
取
扱
量
が
全
国
第

２
位
で
、
最
盛
期
の
８
月
は
全

国
第
１
位
で
あ
る
。
特
に
伊
達

市
・
桑
折
町
を
含
む
福
島
県
県

北
地
域
は
、
県
産
桃
の
約
９
割

を
生
産
し
て
お
り
、
全
国
有
数

の
桃
の
生
産
地
域
と
な
っ
て
い

る
。

　

桑
折
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
伊
達
桑
折
Ｉ

Ｃ
間
の
開
通
に
よ
り
、
東
北
縦

貫
自
動
車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
性

が
向
上
し
、
国
道
４
号
の
渋
滞

区
間
を
避
け
た
ル
ー
ト
選
択
に

よ
る
速
達
性
・
定
時
性
の
向
上

が
図
ら
れ
、
地
域
産
業
を
支
援

す
る
。

　

ま
た
、
安
定
走
行
が
可
能
な

自
動
車
専
用
道
路
区
間
が
増
え

る
こ
と
で
、
桃
の
荷
傷
み
リ
ス

ク
軽
減
に
よ
る
、
品
質
確
保
も

期
待
さ
れ
る
。

◇
企
業
活
動
の
活
性
化
を
支
援

　

伊
達
桑
折
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
域
に

は
、
複
数
の
工
業
団
地
が
立
地

し
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
以

降
の
工
場
の
新
増
設
件
数
は
年

々
増
加
。
ま
た
、
伊
達
市
で
は

新
工
業
団
地
（
令
和
４
年
度
分

譲
予
定
）
が
造
成
さ
れ
る
予
定

も
あ
り
、
今
後
さ
ら
な
る
産
業

の
集
積
が
期
待
さ
れ
る
。

　

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
周
辺

工
業
団
地
か
ら
高
速
Ｉ
Ｃ
の
ア

ク
セ
ス
距
離
が
短
縮
さ
れ
、
東

北
縦
貫
自
動
車
道
へ
の
ア
ク
セ

ス
性
が
向
上
す
る
見
込
み
で
あ

る
。

　

輸
送
効
率
化
に
よ
る
周
辺
工

業
団
地
の
企
業
活
動
支
援
に
よ

っ
て
、
地
域
産
業
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
る
。

～　三陸沿岸道路と宮古港がつながる　～

令和2年7月12日（日）16時　同時開通

三陸沿岸道路　宮古中央JCT～田老真崎海岸IC
宮古盛岡横断道路　宮古港IC～宮古中央IC

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路

～ 東北自動車道と国道4号が東北中央自動車道により接続 ～

令和2年8月2日（日）15時　開通予定

東北中央自動車道
伊達桑折IC～桑折JCT

復
興
支
援
道
路

　

国
土
交
通
省
が
整
備
を
進
め

て
い
る
復
興
支
援
道
路
・
東
北

中
央
自
動
車
道
（
伊
達
桑
折
Ｉ

Ｃ
～
桑
折
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
が
、
令
和

２
年
８
月
２
日
（
日
）
に
開
通

す
る
。

輸
入
材
を
加
工
し
、
関
東
方
面

へ
出
荷
し
て
い
る
。

　

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
速
達

性
・
安
定
性
が
向
上
し
、
輸
送

効
率
化
に
よ
る
地
域
産
業
の
振

興
を
支
援
す
る
。

◇
広
域
周
遊
観
光
を
支
援

　

近
年
、
三
陸
沿
岸
地
域
全
体

の
観
光
入
込
客
数
は
震
災
前
ま

で
回
復
し
、
外
国
人
観
光
客
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

三
陸
沿
岸
地
域
に
は
、
浄
土

ヶ
浜
や
龍
泉
洞
、
北
山
崎
な

ど
、
魅
力
的
な
観
光
資
源
が
数

多
く
点
在
し
て
い
る
。

　

今
回
開
通
区
間
を
含
め
た
三

陸
沿
岸
道
路
・
宮
古
盛
岡
横
断

道
路
の
整
備
に
よ
る
ア
ク
セ
ス

性
向
上
で
、
沿
岸
・
内
陸
一
体

の
広
域
周
遊
観
光
に
期
待
さ
れ

る
。

◇
災
害
時
の
代
替
性
確
保

　

開
通
区
間
に
並
行
す
る
国
道

45
号
で
は
、
平
成
23
年
３
月
の

東
日
本
大
震
災
や
令
和
元
年
10

月
の
台
風
19
号
の
影
響
に
よ
り

通
行
止
め
が
発
生
し
た
。

　

台
風
19
号
に
よ
る
通
行
止
め

で
は
、
八
戸
市
～
宮
古
市
間
の

物
流
に
お
い
て
大
幅
な
迂
回
が

生
じ
、
輸
送
時
間
・
コ
ス
ト
が

増
大
し
た
。

　

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
災
害

時
の
代
替
性
が
確
保
さ
れ
、
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信
頼
性
が

向
上
す
る
。

◇
広
域
観
光
の
活
性
化
を
支
援

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
落
ち

込
ん
だ
相
馬
地
方
、
福
島
地
方

の
観
光
入
込
客
数
は
、
震
災
前

の
状
況
ま
で
着
実
に
回
復
し
て

い
る
。

　

相
馬
地
方
の
観
光
地
で
は
、

中
通
り
や
会
津
方
面
な
ど
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
来
訪
し
て
い

る
。
福
島
地
方
の
開
通
済
み
区

間
沿
線
の
道
の
駅
に
お
い
て

も
、
開
業
時
の
予
想
を
上
回
る

来
訪
者
数
を
記
録
し
て
い
る
。

　

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
観
光

拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
が
益
々

向
上
し
、
広
域
観
光
の
更
な
る

活
性
化
を
支
援
す
る
。

　

国
土
交
通
省
が
整
備
を
進
め

て
き
た
復
興
道
路
・
三
陸
沿
岸

　

国
土
交
通
省
は
、
今
般
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
対
応
す
る
た
め
の
当
面

の
道
路
施
策
を
ま
と
め
、
令
和

２
年
６
月
18
日
に
公
表
し
た
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
今

後
の
流
行
へ
の
備
え
と
し
て
、

人
と
の
接
触
低
減
に
資
す
る
自

転
車
通
勤
・
通
学
の
促
進
、
機

能
を
維
持
す
る
こ
と
が
不
可
欠

な
物
流
事
業
者
が
利
用
す
る
休

憩
施
設
の
環
境
整
備
な
ど
の
取

組
み
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
同
日
に
は
、
社
会

資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科

会
基
本
政
策
部
会
の
提
言
と

し
て
、
道
路
政
策
ビ
ジ
ョ
ン

「
２
０
４
０
年
、
道
路
の
景
色

が
変
わ
る
」
が
大
臣
に
手
交
さ

れ
た
。

　

本
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
題
提
起
と


